
研究分野マップ

…化学工学コース
…バイオ工学コース

…応用化学コース

　人々の暮らしや生態系を維持するために、「化学」が重要な使命を果たしてきました。持続可能な社会の実現に向け
て、わたしたちの未来のために、工学的視点に立った化学の教育・研究が果たす役割はますます大きくなるでしょう。
　化学・バイオ工学科では、グリーン、エネルギー、バイオ、ナノマテリアルのテクノロジーに貢献する最先端の研究開
発をしています。地球規模の重要な課題を解決するために、応用化学（青）、化学工学（緑）、バイオ工学コース（紫）の独
創的研究要素を得意とする学問領域を融合してさまざまな取り組みを推進しています。

グリーン
循環型社会の実現に向け、グローバルな
課題や地域の環境改善に貢献する

バイオ
生体材料、食品、生化学産業の高度化や
医薬品、診断機器の高機能化をめざす

エネルギー
分子・原子レベルの材料開発からプロセ
ス設計にいたる幅広い視点で、エネル
ギー問題に取り組む

ナノマテリアル
高機能材料の開発、分子設計、反応機
構の探求により未来のライフスタイル
を提案する

バイオマス

遺伝子工学

細胞チップ

マイクロ波

ナノ構造体

光機能材料

環境ストレス

真空化学工学

植物工場

抗体医薬

診断薬

ナノ粒子超高圧

リサイクル

循環型社会

超臨界流体

生体高分子

プロセス設計

イオン液体

高機能触媒

生体触媒

分子設計

太陽光発電

資源化学

薄膜工学

二次電池

有機合成

糖鎖化学

ナノ計測

バイオディーゼル

人工知能（AI）

ファインセラミックス

グリーンプロセス

エレクトロニクス

シンチレータ

イオンチャネル

バイオセンシング

タンパク質工学

分子認識化学コンピューターシミュレーション

地球温暖化問題

ライフサイクルアセスメント

宇宙環境利用

数理モデル

燃焼材料

水素社会

水素貯蔵

燃料電池

機能設計

再生医療

IoT

ナノファイバー
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